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昭和３年（1928 年）８月 19 日、神奈川県横浜市鶴見区において、伊勢田栄吉、つ

ね夫妻の三男として生まれる。  

国学院大学専門部において考古学を専攻し、昭和 24 年（1949 年）３月に同校を卒

業後、東京芸術大学附属図書館、横浜市の私立武相高等学校勤務を経て、昭和 26 年

（1951 年）４月、串本高等学校に赴任、以後、海南、熊野、田辺市内の各高等学校

教諭を歴任され、昭和 63 年（1988 年）、南紀高等学校教諭をもって退職される。  

この間、37 年間の永きにわたり高等学校の社会科を担当し、学校教育の向上に貢献

するとともに、優れた見識のもと情熱をもって学生の教育、指導にあたる。  

また、昭和 30 年（1955 年）４月に田辺市内の高等学校に赴任してからは、在職中

にあっても考古学の分野で田辺市内並びにその周辺地域の遺跡の調査・研究を続け、

昭和 33 年（1958 年）の鬪雞神社裏山の仮庵山経塚の発見を機に、市内の重要な遺跡

の発掘調査に携わり、田辺市を中心に紀南地方の古代史の研究に顕著な業績をあげら

れる。これらの功績が認められ、昭和 61 年（1986 年）には和歌山県教育研究奨励賞

を受賞されている。  

一方、昭和 32 年（1957 年）８月から昭和 37 年（1962 年）３月までは田辺市文化

財調査会委員を、また昭和 37 年（1962 年）４月から昭和 59 年（1984 年）３月まで

は田辺市文化財審議会委員を、さらに昭和 45 年（1970 年）４月からは、和歌山県文

化財保護指導委員を歴任され、平成９年（1997 年）現在も田辺市の文化財の愛護はも

とより、保護・顕彰のために尽力されている。  

また、昭和 63 年（1988 年）、南紀高等学校教諭を退職後は、田辺市史編さん専門

委員として「田辺市史」の編さん事業に参画、特に第四巻「考古編」を担当され、多

くの部分を執筆されている。その他、和歌山県史考古資料編をはじめ、上富田町史、

すさみ町誌、串本町史等の考古編の編集を担当されるなど、平成９年（1997 年）現在

も精力的に研究活動を続けられており、これらの業績により平成６年（1994 年）には

田辺市政功労表彰（教育功労）を受賞されている。  

さらに近年は、神子浜町内会副会長として地域活動にも積極的に参加するとともに、

田辺東部郷土史懇話会を設立し、地域の歴史や史跡等の研究活動を地元住民と一体と
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なって行い、「田辺海兵団・神子浜」「のろし場跡」「大砲試射台場跡」「牧野兵庫頭長

虎幽閉地」等の研究成果を発表されている。また、日常の研究対象は考古学だけでは

なく、田辺市内をはじめ紀南地方の神社・仏閣、石碑、石塔等幅広い分野にわたる調

査研究を根気よく、かつ、精力的に続けるとともに、適切な指導・助言を通して後進

の育成にも努力されている。  

このように、現在も田辺市の歴史や文化財について市民の理解を深めるための活動

に大きく尽力されている。  

また、執筆には、日本地名体系『和歌山県の地名』（平凡社）をはじめ、考古学や

古代史等の分野で多くの論文・論考がある。 

 

 

（略 歴） 

昭和 24 年（1949 年）３月 国学院大学専門部卒業（考古学専攻） 

昭和 24 年（1949 年）４月 東京芸術大学附属図書館に勤務 

昭和 25 年（1950 年）９月 私立武相高等学校勤務 

昭和 26 年（1951 年）４月 和歌山県立高等学校教諭 

 （串本、海南、熊野、田辺市内の各高等学校教諭を歴任） 

昭和 63 年（1988 年）３月 和歌山県立南紀高等学校を退職 

 

昭和 32 年（1957 年）８月 田辺市文化財調査会委員 

昭和 37 年（1962 年）４月 田辺市文化財審議会委員 

昭和 40 年（1965 年）７月 社団法人 和歌山県文化財研究会理事 

昭和 45 年（1970 年）４月 和歌山県文化財保護指導委員 

昭和 49 年（1974 年） 日本考古学協会会員 

昭和 62 年（1987 年）５月 田辺市史編さん専門委員 

 

（受賞歴） 

昭和 61 年（1986 年）１月 和歌山県教育研究奨励賞 

平成 ６ 年（1994 年）５月 田辺市市政功労者表彰（教育功労） 


